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542号 

昭和58年 5 月 1日

印刷 伴り北斗オフセソ 

市 の 人 口 男 	25,540人 

女 	27,275人 

世 帯 数 	14,670 

（昭和58年 4 月 1日現在）住民基本台帳から 

 

52.815人 

   

火災から守ろう 

春の火災予防運動期間中の 4 月12日、独リ暮らしの

老人世帯の巡回査察が行われました。 

市内には独居老人世帯が約200軒ほどあリ、この日は

消防本部、市福祉事務所、東北電力、LPG保安セン

ターの係員がホームヘルパ-4 人に案内され、計20世

帯を訪問しました。 

ガスボンべやストーブ、ガスコンロ、漏電等火災原

因となる箇所を次々にチェックしていました。 

点検の後、火災に気を付けるよう消防本部から、ス

プレー式携帯用消火器がプレゼントされ、独リ暮らし

の老人たちに喜ばれていました。 
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オ＼，、 

火災から生命●財産を守ろう 

春

の
火
災

シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
た
四
月
十

八
日
、
消
防
本
部

西

側
に
建
設

中
だ
っ

た

消
防
訓
練
塔
が
完

成

し
、
修
酸
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
森

田
市

長
、
中
野
鶴
田

町
長

を
は
じ
め
約
三
十

名

が
出
席
し
、

神
明
宮

宮
司

の
お
破

い
を
う
 

ク消
防
訓
練
塔
が
完
成
4
 

救助活動もテキパキホテルで避難訓練 け
ま
し

た
 

式
典
終

了
後
、

消
防
本
部

の

レ
ス
キ
ュ
ー
隊

に
よ
る
救

助
訓

練
が
行

わ
れ
、

集
ま
っ

て
い
た

チ
ビ
ソ

子
た
ち

の
歓
声
を
受
け

て
い
ま
し

た
。
 

さ
る
四
月

1
一
日
午

前
、
市
内

の
ホ
テ
ル
で

火
災

が
発
生
、
宿
泊
客

と
従
業

員
数
人

が
屋
十

で
救
助
を
求

め
て
い

る
 

ー
と
の
想
定
で
、

布
屋

町
の
ホ
テ
ル

・
サ
ン
ル
 

ー
ト
で
、

早
期
通
報

か

ら
初
期
消
火
、

避
難
誘

導
ま
で
含
め
た
大
が

か

り
な
避
難
訓
練
が

行
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
五
所
川
原

地
区
消
防
本
部

と
五
所

川
原
消
防
署
が

春
の
火

災
予
防
運

動
の

一
環
と

し
て
実
施
し

た
も

の
で

す
。
 

般分譲住宅募集のお知らせ◇ 
青森県住宅供給公社では、住宅金融公庫貸付一般分譲 

住宅と地域特別分譲住宅の購入者を募集します。 

ロ受付期間 4 月28日困～ 5 月20徐’ 

ロ受付場所市都市計画課（ff⑩ 2 1 1 1番） 

※申込者が募集戸数を超えた場合は抽せんになリます。  

，詳しいことは青森県住宅供給公社、または市都市計画 

課へお間い合わせ願います。 

青森県住宅供給公社（ 0 1 7 7⑩ 1 625番） 

青森市長島二丁目 1番 2 号 

団地名 分譲区分 募集戸数 土地の面積 建物面積 譲渡予定価額 

一 般 分 譲 12 280.09-382.03m' 90m'の場合 1,234万円～1 .366万円 
広 	田 

※地域特別分譲 7 258.80-283. 16m' 85mQ)場合 1,158万円～1,190万円 

分譲区分 公庫融資予定額 自 己 資 金 入居予定時期 

一 般 分 譲 730万円 504万円～636万円 昭和58年10月 

地域特別分譲 750万円～770万円 408万円～420万円 II 

※地域特別分譲住宅とは、一定所得以下の方で住宅金融公庫融資額の割増融資があり、さらに青森県が年 1％相当分の利子補給を 5年間行うものです。 



明
る

い
ゆ

た
か

な
 
シ

リ
ー
ズ

②
 

わ
が
ま
ち
つ
く
る
う
 

市
民
ァ
ン

ケ
ー
ト

調
査
 

囲
五

所
川
原
青

年
会

議

所
 

	~たまには 
	I 参加したい 

	~ 20.2％ スポ ツのさかんなまちをつくる運動 

	~ 1(1.1％ 	まちや川をきれいにする運動 

次にあげた「まちづくり」のための運動の中で、あなたが参加

してみたいと思うものをーつ選んでください。 

	112・0％ 	まちを緑にする運動 

1 

問 

間 3 あなたは、これから各種の「まちづくリ」のための活動や奉付 

活動の参加について yのようにお考えになリますか。 

1 

前
回

こ
の
欄
で
募
集
致
し

ま
し

た
ア
ン
ケ

ー
ト

の
分

析
会
を
五
月
か
ら
毎

月
第

二
、
第
四
の
月
曜
日

に
開
く

事
に
な
り
ま
し

た
。
第

一
回
目
は
五
月
九
日

午
後
七
時

か
ら
産
経
会

館
四
階
で
行
な

い
ま
す
。

ま
だ
受
け
付
け

し
て
お
り
ま
す

の
で
、

ご
希
望

の
方
は
（
廿
⑩

4
0
4
 

9
二
 
ま
た

は
当
日

会
場
に
お

こ
し
下
さ
い
。
 

	I 21.1 ソ 犯罪のないまちをつくる運動 

	I 11.8％ 	文化、教育のさかんなまちをつくる連動 

	I 1.L1％ 	交通事故のないまちをつくる運動 

	110.9% 

I]= 

	」22.3% 

	114.0% 

たが思わずまちへとびだし歩き出したくなるようなまちとはどんなまち

上うか 次のうちあなたの考えに近いものをーつ選んでください。 

1 目 5％ 	買物公園的なふんいきのあるまち 

」22・3％ 緑ゆたかな市街地の整備されたまち 

117.3％ 	交通事情のよいまち 

文化的ふんいきの高いまち 

	」 20.0% 魅力のある商店街のあるまち 

114'0％ 	人情味豊かなまち 

	117.3% 

1lI5% 

」
 
引
一
 

問 

59 一 2% 

自現 

無新 

共新 

五所川原市（定数ニ-3) 

~ 	レ肴権者数 	36,431 

i 	ン投票者数 	21 ,354 
I 	レ投票率 	58.61 % 

i 当選10594 櫛引 留吉 57 自 

i ii 9140 成田 守 48 無 

~次点 1413 三戸 善信 34 共 

県
議
に
櫛
引
、
成
田
氏
当
選
 

ロ
衛

生
管

理
者
 

m
試
験
申
請
書

受
付
 

六
月

日
、
 
一
日
 

図
試
験
日
 

六
月
二

1
九
日

⑧
受
験
資
格
 
衛

生
管
理

の

実
務

経
験
を
有

す
る
方
 

m
中
学
校
卒
業
者

は
ト
年
以
 

回
高
等

学
校
卒
業

者
は
三
年

以
士
 

同
大
学
、

ま
た
は
専

門
学
校
 

‘￥
業
者
は
一
年
以
十
 

周
試
験
会
場
 
青
森
、

弘
前
、
 

八
戸
 

さ
る
四
月
十

日
行
わ
れ

た
青

森
県
議
会
議

員
選
挙
で
、

五
所

川
原
市
（
定
数

2
）
か
ら
自
民

党
公
認
で

現
職
の
櫛
引
留
吉
氏
 

（
五
七
）
と
無
所
属
で
新
人

の

成
田
守
氏

（
四
八
）
が
そ
れ
ぞ

れ
当
選
し

ま
し

た
。
 

投
票
率
は
、
五
八

・
六
一
％
 

（
前
回
六

一
・
六
六
％
）
で
、
 

県
平
均
投
票

率
を

一
五
・
三
六

％
下
回
リ
ま
し

た
。
 

選
挙
結
果

は
上
記

の
と
お
リ

で
す
。
 

ロ
移
動
式
 

ク
レ

ー
ン
運
転
士
 

（
学
科
試
験
）
 

m
試
験
申
請
書

受
付
 
六

月

九
日
、
十
日
 

②
試
験
日
 

七
月
ニ

ー
二

日

⑧
試
験
会
場
 
青
森
、

八

”
 

詳
細
は
当
協
会

に
お
た
ず
ね

ド
さ
い
。
 

な
お
、
試
験
に
係
る
準
備
講

習
会
を
実
施
し

ま
す
の
で
、

連

絡
下
さ
れ
ば
追
っ

て
実
施
要
領

を
ご
送
付
し

ま
す
。
 

ロ
連
絡
先
 

市
内
字
新

宮
町
八

四
の
五
 
 

囲
西

北
労
働
基
準

協
会
 

（
。
⑩
六

三
三
六
番

）
 

「
図
書
館
、
休
館
の
ゴ
 

r
お
 
知
 
ら
 

せ
L
 

市
立
図
書

館
で

は
、
曝
書

（
 

本

の
虫
ぽ

し
）
の
た

め
次
の

期

間
休
館
し

ま
す
。
 

ロ
休

館
期
問
 

五
月
二
十
二
日

（
日
）
か
ら

五
月
三
＋

一
日

（
火
）
 

六
月

一
日
か
ら
平
常
ど

お
り

開
館
い
・
八「
一
→
ょ
中
 

青
少

年
の
健
全
育

成

を
考
え

る
講
演
会
 

お

気
軽

に
ど

う
ぞ
 

ロ
と

き
 
五
月
二
十

八
日

（
 

土
）
午
後
‘
ハ時
三
十
分
ー
九
時

ロ
と

こ
ろ
 
市
民
文
化
会

館

ロ
講
師
 
作

家
笹
沢

左
保

司
会
者
 

溝
口
泰
男
 

ロ
テ
ー

マ
 
「
親
と
f
の
ふ

れ
あ
い
 

主
催
 
囲
五
所

川
原
青
年
会

議
所
 ◇

 

◇
 

◇
 

◇
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国
家
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験
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お

知
ら

せ
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広報ごしょがわら 昭和58年（1983年） 5 月 1日 

くらしと趣味の教室 
受講資格 1 市内に住所、または勤務先を有する勤労青少年。 

②満15歳以 l-30歳までの方。③以前に受講された方でも結構 

です 

受 講 料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

申込み先 勤労青少年ホーム（廿⑨36O2番） 

締 切 り 5 月 7 日 

開 講 式 S 月 9 日午後 7 時 

受講時問 午後 6 時30分～午後 8 時30分まで。 

期 	問 前期 5 月10日～ 7 月28日 

後期 9 月 1日～12月 1日 

募
 

集 内 容 
“ 	， ’雷黒 " b軽1 、 サフ体育館利用日 

火
  

フラワ― 
（手芸） 
茶 	道 

絵 	画 

料 	理 

陶 	芸 

15人 

10人 

5人 

15人 

12人 

12101 

10回 

12回 

12回 

12回 

ノ
 

テ
の
華
 

ワ
 

の
他
と
 

へ
一
お
鉛
使
和手
焼

一
 、
茶
筆
い
、
軽
物

ノ
他
本
ン
そ
中
理
本

ハ
そ
の

、
方
洋
な
の
 

の
基
コ
 、
、
料基
 

水
  I

  
I
  
~ 

卓
バ
軽
 

、
ノ
 
、
ノ
 

球
ミ
動

ド
運
 

着 	付 

'~ 	花 

レタリング 

10人 

10人 

10人 

12回 

12回 

12回 

着こなしのポイ 
ント 
（小原流） 
文字の骨組と応 
用 ■ 

I雌
 ■ I

  
I ~ 

卓
バ
軽
 

、
ノ
 
、
ノ
 

球
ミ
動

ド
運
 

ロ
対
象
 

一
般
市
 
冒
⑨
八
七
七

一
番
）
 

民
ど
な
た
で
も
参
加
 
主

催
 
五
所
川
原
市
フ
ォ

ー
 

で
き
ま
す
。
 

ク
ダ
ン
ス
協
会
 

口
開
催
日
時
 
五
 

月
ト

ー
日
、
十
八
日
、
 

「柔
道
教
室
」
へ
 

一十
五
日
、
六
月
一
 
加
入

さ
れ
る
方
へ
 

日
、
八
日
の
計
五
回
。
 

ロ
練
習
日
 
毎
週
月
A
水
、
 

午
後
六
時
三
十
分
 
金

曜
日
「
た
だ
し
祭
日
は
休
み

」
 

か
ら
九
時
ま
で
。
 

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
七
時

ロ
会
場
 
市
中
央
 

ま
で
 

公
民
館
 
口
練

習
場
所
 
三
道
会
館
 

ロ
講
習
内
容
 
世
 

口
指
導
員
 
池
田
栄
一
郎
 

界
の
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
 
ロ
経
費
 
ス
ポ

ー
ッ
障
害
保
 

ス

（
初
歩
）
 

険
三
百
一
一
十円

（
年
間
）
 

ロ
会
費
 
五
百
円
 

父
兄
会
会
費
六
千
円
（
二
回
 

（
テ
キ
ス
ト
代
）
 
の
分

割
で
も
よ
い
。）
の
計
六
千
 

一
、
応
募
作
品
の
内
容
 
「

通
商
産
業
省
」
 
「工
業
統

日
応
募

作
品
は
、
製
造
事
業
 
計

調
査
」
 
「昭
和
5
8年
1
2月
3
1
 

所
が
工
業
統
計
調
査
に
対
す
る
 
日

」
 

理
解
を
深
め
、
そ
の
協
力
が
得
 

国
写
真
は
使
用
し
な

い
も
の
と

ら
れ
る
内
容
の
も
の
で
、
未
発
 

す
る
。
 

表
の
も
の
と
し
ま
す
。
 

困
応
募
す
る
ポ

ス
タ
ー
の
裏
面

口
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
 

に
は
、
 
「住
所
、
氏
名
、
職
業
 

⑦
用
紙
の
大
き
 

●

ぐ
 

縦
5
9m

、
横
 

4
2m
（
日
本
標
準
規
格
A
2
版
 

で
縦
長
に
使
用
す
る
。
 

①
使
用
す
る
色
 

4
色
以
内

（
白
色
は
一
色
と
 

数
え
な

い
。）
 

⑨
図
案
に
入
れ
る
文
字
 
 

（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
」
」
 

を
必
ず
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ニ
、
応
募
期
日
 

昭
和
5
8年
5
月
1
0日
か
ら
6
 

月
3
0日

（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
と
す
る
。
 

三
、
応
募
先
 

青
森
県
企
画
部
統
計
課

（
〒
 

0
3
0

青
森
市
長
島

一
 
一
 
一

丑
〇
一
七
七

ー
②
ー
ー
ー
ブ
）
 

ま
た
は
 

通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統

計
部
L
業
統
計
課

（
〒
1
0
0
 

東
京
都
千
代
田

区
霞
が
関

一
ー
 

ニ
ー
一
 
云
〇
 

h
 

―
一
圧

一
一
）
 

四
、
入
選
者
の

発
表
 

入
選
者
は
、
「統
計
だ
よ
り
」
 

(
1
0月
1
日
付
）
で
発
表
す
る

と
と
も
に
、
本
人
に
は
直
接
通

知
し
ま
す
。
 

最
優
秀
賞
 
1
名
 
賞
状
及

び
副
賞
1
0万
円
 

優

秀
賞
 

2
名
 
賞
状
及

び
副
賞
3
万
円
 

佳
 
作
 

5
名
 
記
念
品

五
、
入
選
作
品
の
著

作
権

日
入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
 

通
商
産
業
省
に
帰
属
す
る
も

の

と
し
ま
す
。
 

口
応
募
作
品
は
、
返
還
し
ま

せ
ん
。
 

日
入
選
し
た
ポ
ス
タ

ー
に
つ

い
て
は
、
印
刷
等
の
都
合
で

一

部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

一
一
〇
番
通
報
が
あ
る
と
、
 

数
分
で
警
察
官
が
現
場
到
着
す

る
ほ
か
、
犯
人
を
捕
え
る
た
め

す
ぐ
に
緊
急
配
備
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
 

警
察
官
の
現
場
到
着
が
早

い

ほ
ど
犯
人
を
早
く
捕
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

現
場
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
 

で
き
る
だ
け
早
く
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

      

      

    

クダンス講習会 

 

  

オ
 

7
 

  

ロ
受
付
 
当
日
会
場
で
受
け
 

付
け
し
ま
す
。
 

ロ
連
絡
先
 
小
笠
原

健
一
 
（
 

被
害
が
少
な
い
か
ら
、
自
分

に
も
ミ
ス
が
あ
っ
た
か
ら
、
面

倒
だ
か
ら
、
仕
返
し
が
怖
い
か

ら
な
ど
の
理
由
で
届
出
を
し
な

い
と
、
犯
人
を
助
長
さ
せ
、

さ

ら
に
次
の
犯
罪
を
誘
発
す
る
こ

と
に
な
リ
ま
す
。
 

引
込
思
案
に
な
ら
ず
、
ぜ
ひ

届
出
を
し
て
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

三
百
二
十
円
が
必
要
で
す
。
 

柔
道
少
年
団
父
兄
会

（
葛
西
 

敏
尚
会
長
）
 

四
囲
囲
固
回
回
囲
因
圏
 

［
鷺
畦
「利
被

害
に縁

む
 

エ
業
統
計調
査
の
ポ
スタ
ー
を
公
募
 



街‘頭献血に ご 協力を 

5月の予定 

午前10:00-12:O0 
午後 1:30- 4:00 
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6iI 市 	役 	所 	前 国鉄五所川原駅 

19(4 電報電話局構内 丸友デパート駐車場 

採

石
業

務
管
理
者

試

験
 

ロ
試

験
期
日

及
び
場
所

六
月
七
日

（
火
）
午
前
十
時

か
ら
県
市
町
村
職
員
共
済
会
館
 

（
青
森
市
安
方
二
丁
目
八
の
二
）
 

く
る
み
園
に
 

力
ラ

オ

ケ

セ
ッ

ト

寄

贈
 

電
巧
堂
チ
ェ
ー
ン
 

株
式
会
社
「
電
巧
堂
チ
ェ

ー
 

ン
」
 
（
井
上元
春
代
表
取
締
役
 

）
は
四
月
八
日
、
創
業
二
十
五

周
年
を
記
念
し
養
護
老
人
ホ
ー
 

ム
 
「く
る
み
園
」
に
カ
ラ
オ
ケ

セ
ソ
ト

ー
式
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

計
量
器
（

は
か

り
）
の

検
査
を

受
け

て

下
さ
い
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
計
量
器
 

（
は
か
リ
）の
検
査
は
、
旧
市
市

内
南
小
学
区
が
五
月
十
八
日
、
 

十
九
日
（
市
民
文
化
会
館

）
 

h
小
学
区
が
五
月
ー
六
日
、
十

七
日

（L
平
井
町
旧
郵
便
局
）
 

及
び
各
支
所
ご
と
に
行
い
ま
す

の
で
必
ず
受
検
す
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
 

h
月
は
次
の

れ
ま
す
。
 

~I 
智 

院 

県
交
通
事
故
巡
回
相
談
所
 

ご
利
用
ト
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
五
月
十

一
日

（
水
 

)
，
ニ
十
五
日

（
水
）
 

乍
前
ト
時
か
ら
午
後
二
時
ま
 

ロ
と
一
）
ろ
 巾
民
文
化
会
館

別
館
 

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

市
民
課

・
市
民
相
談
室
 

ロ
試
験
科

目

①
岩
石
の
採

取
に
関
す
る
法
令

（
環
境
保
全

関
係
法
令
を
含
む
。）
 

②
岩
石
の
採
取
に
関
す
る
技

術
的
な
事
項
 

ロ
受
験

願
書

受
付
期
限

及
び
提
出
先
 

五
月
十
六
日

（月
）
ま
で
、
 

県
商
工
労
働
部
鉱
政
保
安
課

（
 

青
森
市
長
島

一
丁
目
一
ー
一
）
 

ロ
提
出
書

類

受
験
願
書

一

通
、
履
歴
書

一
通
、
写
真

一
枚
 

◇
 

◇
 

◇
 ◇

 

（
手
札
形
）
 

ロ
受
験
手
数
料

三
千
八
百

円

（
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書

に
は
り
、
消
印
し
な
い
こ
と
。）
 

な
お
、
詳
し
く
は
青
森
県
商

工
労
働
部
鉱
政
保
安
課
砂
利
採

石
班

（
。
0
1
7
7
②
1
1
1
 

1
内
線
4
1
8
9
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

⑤ 昭f1158年（1983年）5 月 1日 	 広報ごしょが’わら 
	

(542号） 

昭和58年度市民自然観察会を開催 

自然に恵まれた野鳥と野草の宝庫、飯詰・味唱ケ沢「野鳥の 

村（家）」が 5 月15日に開村されます。開村を記念し、今年も 

また、次のとおリ市民自然観察会を開催いたします。 

1．主 催 市教育委員会 

2．日 時 5 月15日旧）午前 8時30分～午後 2時30分 

3．会 場 飯詰・味喰ケ沢「野鳥の村（家）」 

4，講 師 日本野鳥の会会員、津軽植物の会会員 

5．会 費 無料（ただし、バス利用の方は、バス代をい 

ただきます。） 

6．お申込み 5 月12日困まで、教育委員会社会教育課 

（電話⑩12111 内線250番）へ 

7．そ の他 

(1） バス利用の方の出発・時刻・場所 

市民文化会館前 午前 7時45分 

中央小学校前 午前 8時 

(2） ハス代 1人 700円（小学生以上） 

(3) ~自接、会場へ集合される方は、午前 8時20分まで野鳥の

家へ集合して下さい。 

(4) 昼食、筆記用具、手帳（野帳）、帽子を持参して下さい

なお、コース途中に水たまリ等がありますので長靴も持

参して下さい。 

(5） 雨天の場合でも、 「野鳥の家」で実施します。 、
 

新会員を募集しています 
未来ある明日を共に歩もう 

一五所川原地区BBS会ー 

不幸にして非行に走った少年、少女の友達になる運動で、 とく

に保護観察中の少年を対象にその更生を手助けします。少年たち

に愛情を持って接することの出来る方ならどなたでも入会できま

す 

ロ連絡先 少年補導センター（廿⑩ 2 9 4 1番） 

BBS運動というのは、Big Brothers and Sisters の略で非

行問題と取リ組んでいる青年ボランティア活動のひとつです。 

ふるってご参加下さい。 



お
母
さ
ん
 

気
を
付
け
て
あ
げ
ま
し
よ
う
 

子供の交通 
事故防止 

新入学児童の交通安全 

事故防止は 

家族ぐるみの話し合いから 

新
学
期
に

入
り
す
で

に
ひ
と
月
 

ど
の
ご
家
庭
で

も
、
希
望
に

胸
ふ

く

ら
む
季
節
で
し
た
ね
。

し
か
し
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い

の
が
交
通
事

故
で
す

と
り
わ
け
新
入
学
に

入
っ

た
子
供

た
ち
は
、

通
学
し

は
じ
め
る
と
と
も

に
、
行
動
範
囲
は
ぐ

ん
と
広
が

り
ま

す
 

し
か
し
子
供
の
場
合
、

新
し

い
環
境

へ
の
適
応
力
が
な
か
な
か
伴
い
ま
せ

ん
り
 

そ
の
た
め
に
、

こ
の
時
期
は
新
入

学
児
童

の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま

す
り
入
学
を

機
に
、

ご
家
庭
で

ぜ
ひ

交
通
ル

ー
ル
や

マ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
 

お
子
さ
ん
と
具
体
的
な
話
し
合
い
を

し
て
く
だ
さ
い
 

新
学
期
に
人
っ

て
、
ま
ず

お
母
さ

ん
に
心
掛

け
て
い

た
だ
き
た
い
点
を

挙
げ

て
み
ま
し
ょ

う
。
 

▼
登
校
時
間
に

余
裕
を
持

た
せ

ま
L
よ
ーつ
 

入
学
当
初
の
子

供
は
、
新
し

い
環

境
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
神
経

を
使

い
、疲
れ

て
い
ま
す
。
睡
眠
不
足

で
朝
寝
坊
を
し

な

い
よ
う
、
夜
は
早

め
に
寝
か

せ
、
朝
は
登
校
時
間

に
余

裕
を
持

た
せ
て
送

り
出
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ

、
フU
 

▼
明
日

の
準
備
は
、

寝
る

前
に

さ
せ
ま
し
ょ

う
 

忘
れ
物
を
し

た
た
め
、
途
中
で
あ

わ
て
て
取
リ

に
帰
る
道
で
、

事
故
に

遭
う
ケ

ー
ス
が
多

い
の
で
す
。
夜
、
寝

る
前
に
翌
日
の
準

備
を
さ
せ
、

忘
れ

物
が
な

い
か
ど
う
か
を
点
検

す
る
習

慣
を
、

ふ
だ
ん
か
ら
身
に
着
け
さ
せ

ま
し
ょ
、つ
。
 

▼
出
か

け
る
問
際
に
、

し
か
ら

な
い
よ
う
に

L
ま
し
ょ

う
 

し
か
ら
れ

る
と
、

子
供
は
そ
の

・」
 

と
で
頭
が

い
っ
ぱ

い
。
周
囲

の
状
況

が
目
に
入
ら
な
く
な
リ
、
思
い
が

け

な
い
事
故
の
も

と
に
な
リ
ま
す
。

子

供
が
家
を
出

る
時
は
笑
顔
で
「

い
つ

て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
声
を

か
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ

う
。
 
 

▼
通
学
路
を

歩
く
よ
う
に
徹
底

さ
せ
ま
し
ょ
．う
 

入
学
を
機
に
、子
供
と

指
定
さ
れ
た

通
学
路
を
歩

き
、
横
断

歩
道

の
正
し

い
渡
り
方
、

信
号
の
見

方
、
標
識
の

意
味
な
ど
を
勉
強
し
合

い
ま
し
ょ

う
。
 

▼
下
校
時
は

道
草
を

さ
せ
な
い

よ
う
に
し

ま
し
ょ

う
 

下
校
時
は
、
勉
強
が

終
わ
っ
た
解

放
感
も
あ
り
道

草
を
し
が

ち
で
す
。
 

そ
ん
な
と

き
交
通
事
故
が
起

こ
る
一
」
 

と
が
よ
く
あ
リ
ま

す
。

学
校
が
終
わ

っ
た
ら
、

ま
っ
す
ぐ
家
に
帰
る
習
慣
 

子
供
を

交
通
事

故
か
ら
守
る
に
は
、
 

ド
ラ
イ
バ
ー
ー
人

一
人
の
注
意
と
協

力
が
何
よ
リ
も
必

要
で
す
。
 

ま
ず
、

子
供
の
行

動
特
性
を
知
っ

て
く
だ
さ
い
。

子
供

に
は
次

の
よ
う

な
特
性
が
あ
り
ま
す
。

運
転
中
、

子

供
の
姿
を
見

か
け
た
ら
、

十
分
ご
注

意
を
。
 

・
・
〈
子
供
の
行動
特
性
〉
 

ボ
ー
ル

が
道
路

に
転

が
リ
出
 

す
と
、

つ
い
走
リ
出
し

て
し
ま
 

を
着
け
さ
せ

ま
し
ょ

う
。
 

▼
雨
の
日
は
身
軽
で

明
る
い

服
 

装
を

さ
せ
ま
し
ょ

う
 

雨
の
日

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
界

が

悪
く
な

リ
、
黒
や
グ

レ
ー
な
ど

の
衣

服
で
は
目
立
ち

ま
せ
ん
。

白
や
黄
色

な
ど

の
明
る
い
色

を
選
び
ま
し
ょ

う
。
 

つ
と
い
う
よ
う
に
、

子
供
は

一

つ
の
こ
と
に
気
が
向
く
と
、

周

り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な

く
な

り
ま
す
。

ま
た
、

手
を
上
げ

る

と
車
は
必
ず
止
ま
る
と
い

う
よ

う
に
、
物
事
を
単
純
に
し

か
理

解
で
き
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
次
の
こ
と

に
、
ぜ
ひ
注
 

意
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▼
住
宅
地

や
裏
通

り
で

は
、
子
供
の
 

ま
た
、

で
き
る
だ
け
物
を

持
た

せ

な

い
よ
う
に
。
持
ち
物
が

負
担

に
な

っ
て
、
周
囲

に
対
す
る
注
意
カ
が
散

漫
に
な
リ
が
ち
で
す
。
 

▼
物
陰
で

遊
ば

な
い
よ
う
に

注

意
し
ま
し
ょ

う
 

イ
供
は
物
陰
で
遊
ぶ

の
が
大
好
き

で
す
。
特
に
停
車
し

て
い
る
卓
の
陰

で
遊
ば
な

い
よ
う
に
、
よ
く
言
い

聞

か
せ
て
く
だ

さ
い
。

不
意

に
飛
び

出

す
と
大
変
危
険
で
す
。
 

子
供
は
、
大
人
や
年
上
の
子

の
ま

ね
を
す
る
傾
向
が
あ
リ
ま
す
。

正
し

い
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
る
た
め

に
は
、
 

ふ
だ
ん
か
ら

母
親
が
良
い
お
手
本

と

な
る
よ
う
心

掛
け
る
こ
と
で

す
。

そ

れ
が
、

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

大
き
な
力
と
な
る
の
で
す
。
 

飛
び
出
し
が
多

い
の
で
、

ス
ピ
ー
ド

は
控
え
め

に
、
子
供

の
交
通
事

故
で

一
番
多
い
の
が
、

こ
の
“
飛
び
出
し

）
 

な
の
で
す
。
 

▼
ス
ク

ー
ル

・
ゾ
ー
ン
で

は
細
心
の

注
意
を

払
い
、

通
園
バ

ス
な
ど

の
そ

ば
を
通
り
抜
け
る
と

き
は
、
必
ず
徐

行
し

て
安
全
確
認
を
ぐ
 

▼
車
を
発

進
さ
せ
た
り
、
後
退
す
る

と
き
は
、

周
囲

に
子
供
が

い
な
い

か

ど
う
か
再

確
認
を
。
 

▼
左
折
す
る
と
き
は
、
左
側
に
自

転

車
に
乗
っ

た
子
供

や
歩
行
者
が

い
な

い
か
確
認

を
。
 

昭平L158年（1983年）5 月 1日 	 広報ごしょがわら 

ドライハー 
の方ノ＼ 

子
供
の
行
動
特
性
を
知
り
 

交
通
事
故
を
防
ご
う
 

．
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広
報
紙

の
早
期
配

布
に
ご

協
力
下
さ
い
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